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令
和
四
年
一
二
月
一
〇
日
（
土
）
に
重
要
文
化
財
・
旧
弘
前
偕
行
社
で
開
催
さ
れ

た
例
会
は
、
第
一
〇
〇
回
を
迎
え
た
。
記
念
会
と
い
う
事
も
あ
り
、
主
幹
を
務
め
て

き
た
福
井
が
報
告
を
行
っ
た
。
長
年
会
場
と
し
て
利
用
し
て
き
た
弘
前
文
化
セ
ン

タ
ー
が
耐
震
補
強
工
事
中
で
使
用
出
来
な
い
た
め
、
弘
前
大
学
に
近
い
旧
弘
前
偕
行

社
を
会
場
と
し
て
初
め
て
使
用
し
て
み
た
。
な
お
、
第
五
一
回
か
ら
第
一
〇
〇
回
ま

で
の
詳
細
に
つ
い
て
は
表
を
作
成
し
た
の
で
そ
れ
を
見
て
欲
し
い
。

　

例
会
は
第
一
回
か
ら
第
五
〇
回
ま
で
の
約
一
五
年
間
、
藩
政
史
研
究
会
と
い
う
名

称
で
開
催
さ
れ
た
。
五
〇
回
を
迎
え
た
こ
と
を
契
機
に
、
藩
政
史
研
究
会
を
発
展
的

に
解
消
し
て
、
第
五
一
回
か
ら
例
会
と
い
う
名
称
に
変
更
さ
れ
た
が
、
開
催
回
数
は

そ
の
ま
ま
引
き
継
い
だ
。
第
一
回
か
ら
第
五
〇
回
迄
の
記
録
は
、『
國
史
研
究
』
第

九
五
号
（
平
成
五
年
一
〇
月
三
一
日
発
行
）
に
元
会
長
・
長
谷
川
成
一
弘
前
大
学
名

誉
教
授
が
「
藩
政
史
研
究
会
五
〇
回
の
歩
み
」
を
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
参

照
し
て
頂
き
た
い
。
実
施
記
録
の
表
も
つ
い
て
い
る
。

　

名
称
の
変
更
理
由
に
つ
い
て
特
に
記
す
と
、
長
谷
川
元
会
長
は
「
近
世
研
究
者
の

み
な
ら
ず
、
原
始
古
代
・
古
代
史
・
中
世
史
・
近
代
史
の
研
究
者
も
本
会
会
員
に
増

え
つ
つ
あ
り
、
研
究
発
表
の
場
を
拡
大
充
実
し
た
い
」
と
先
ず
述
べ
て
い
る
。
ま
た

「
弘
前
市
を
中
心
と
し
た
地
域
の
会
員
を
対
象
と
し
て
主
と
し
て
開
催
し
て
い
た
の

を
改
め
、
近
年
、
大
幅
な
会
員
の
増
加
を
見
て
い
る
本
会
の
会
員
に
対
し
て
広
く
研

究
成
果
を
知
ら
せ
た
い
と
い
う
、
い
わ
ば
内
容
の
充
実
と
対
象
の
拡
大
を
図
る
意
図

の
も
と
に
、
右
の
よ
う
な
提
案
と
な
っ
た
次
第
で
あ
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
提
言
を
受
け
て
例
会
と
し
て
活
動
し
て
き
た
軌
跡
を
、
反
省
と
共
に
少

し
述
べ
て
見
た
い
。
例
会
を
五
〇
回
開
催
す
る
に
は
約
三
〇
年
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。

藩
政
史
研
究
会
の
倍
を
要
し
た
事
に
な
る
。
こ
れ
は
、
平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）

の
第
八
四
回
以
降
、
諸
般
の
事
情
で
年
一
回
し
か
開
催
出
来
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
は
、
年
に
二
回
は
開
催
出
来
て
い
た
。
九
月
の
国
史
研
究
会
大
会
を
挟
ん

で
、
そ
の
前
と
一
二
月
に
開
催
を
し
、
一
二
月
の
開
催
後
に
は
、
会
員
の
親
睦
を
兼

ね
て
忘
年
会
も
開
催
し
て
い
た
。
昨
年
は
瀧
本
会
長
の
働
き
か
け
に
よ
り
、
三
回
開

催
出
来
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
令
和
二
年
は
全
く
開
催
出
来
ず
に
終
わ
っ
た
。

　

第
五
一
回
か
ら
第
八
三
回
ま
で
は
、
五
〇
名
も
参
加
し
た
回
が
あ
り
参
加
者
は
多

か
っ
た
。
こ
れ
は
長
谷
川
元
会
長
の
意
向
に
よ
り
、
院
生
や
学
部
生
も
多
数
参
加
し

て
く
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
院
生
や
学
部
生
に
と
っ
て
は
研
究
者
の
報
告
を
聴
く
こ
と

は
勉
強
に
な
っ
た
も
の
と
思
う
。
ま
た
会
員
以
外
の
参
加
も
あ
っ
た
。

　

名
称
変
更
の
効
果
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
近
世
史
の
発
表
が
多
い
と
い

う
傾
向
は
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
近
代
史
や
古
代
史
の
発
表
が
あ
っ
た
の
は
藩
政
史

研
究
会
と
は
大
き
な
違
い
と
言
え
る
。
民
俗
学
や
考
古
学
の
報
告
も
あ
っ
た
。
ま
た
、

会
員
以
外
の
報
告
も
見
ら
れ
た
の
は
、
藩
政
史
研
究
会
で
人
文
学
部
の
西
洋
史
や
東

洋
史
等
の
先
生
方
が
講
話
を
し
て
く
れ
た
事
に
繫
が
る
。
二
回
だ
け
だ
が
、
他
の
研

究
会
と
の
合
同
開
催
が
出
来
た
の
は
収
穫
で
あ
っ
た
。

　

第
一
〇
一
回
以
降
は
、
人
文
社
会
科
学
部
の
古
川
祐
貴
先
生
が
主
幹
と
な
っ
て
開

催
し
て
行
く
の
で
、
会
員
の
一
層
の
協
力
と
、
新
た
な
展
開
を
望
み
た
い
。

 

（
文
責
：
福
井
敏
隆
）

〔
例
会
実
施
記
録
〕

一
〇
〇
回
を
迎
え
た
例
会

　

 
―
第
五
一
回
か
ら
第
一
〇
〇
回
ま
で
の
軌
跡
―

例
会
事
務
局
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表
　
弘
前
大
学
国
史
研
究
会
・
例
会
実
施
記
録
（
第
51回

～
第
100回

）

回
実
施
日

報
告
者

報
告
題

開
催
場
所

参
加
人
数

備
　
考

第
５
１
回

平
成
５
年
12月

12日
長
谷
川
成
一
北
の
元
和
偃
武

弘
前
大
学
人
文
学
部

36(10)
第
５
２
回

平
成
６
年
２
月
20日

斎
藤
　
尚
智
一
向
一
揆
の
基
本
的
性
格
に
つ
い
て
―
加
賀
一
向
一
揆
と
三
河
一
向
一
揆
の
比
較
を
通
し
て
―
弘
前
大
学
人
文
学
部

31(10)
第
５
３
回

平
成
６
年
５
月
22日

相
馬
　
英
生
北
日
本
に
お
け
る
城
下
町
の
成
立
と
展
開
―
盛
岡
を
中
心
に
―

弘
前
市
民
会
館

38(９
)

第
５
４
回

平
成
６
年
11月

３
日

福
井
　
敏
隆
津
軽
藩
の
漆
栽
培
政
策
―
『
漆
木
家
伝
書
』
の
解
説
を
通
し
て
―

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

44(14)
第
５
５
回

平
成
６
年
12月

10日
鈴
木
　
幸
彦
津
軽
地
方
に
お
け
る
芝
蘭
堂
の
門
人
達
―
高
屋
東
助
・
三
上
隆
圭
を
中
心
に
―

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

29(９
)

会
員
以
外
の
発
表

第
５
６
回

平
成
７
年
５
月
27日

小
熊
　
　
健
救
荒
食
の
諸
相

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

50(29)
第
５
７
回

平
成
７
年
12月

９
日

相
馬
　
英
生
幕
藩
制
後
期
に
お
け
る
北
奥
城
下
の
動
向
―
盛
岡
を
中
心
に
―

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

37(19)
第
５
８
回

平
成
８
年
４
月
21日

坂
本
　
壽
夫
五
所
川
原
地
方
に
お
け
る
帰
田
法
の
諸
様
相

弘
前
市
民
会
館

41(20)
第
５
９
回

平
成
８
年
12月

１
日

遠
藤
　
聡
明
元
禄
・
宝
永
期
の
津
軽
領
内
浄
土
宗
の
動
向
―
道
心
蓮
池
の
活
動
を
中
心
と
し
て
―

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

41(14)
第
６
０
回

平
成
９
年
６
月
１
日

石
田
　
一
生
律
令
国
家
に
お
け
る
公
と
官
の
概
念
に
つ
い
て

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

41(18)
第
６
１
回

平
成
９
年
12月

21日
浪
川
　
健
治
松
前
稼
ぎ
と
人
別
―
民
衆
移
動
の
素
描
―

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

40(14)
第
６
２
回

平
成
10年

６
月
21日

小
石
川
　
透
近
世
東
北
に
お
け
る
鉱
山
の
研
究
―
盛
岡
藩
を
中
心
に
―

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

40(17)
第
６
３
回

平
成
10年

11月
３
日

本
田
　
　
伸
近
世
東
北
の
藩
領
域
―
八
戸
・
盛
岡
藩
境
絵
図
の
検
討
を
通
し
て
―

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

31(８
)

第
６
４
回

平
成
10年

12月
６
日

向
　
　
美
紀
青
森
県
に
お
け
る
士
族
授
産
政
策
を
め
ぐ
っ
て
―
旧
斗
南
藩
士
族
へ
の
対
応
を
中
心
に
―

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

41(15)
第
６
５
回

平
成
11年

７
月
25日

工
藤
　
大
輔
弘
前
藩
領
で
の
時
疫
流
行
と
祈
祷
・
施
薬
―
安
永
二
・
三
年
を
手
が
か
り
と
し
て
―

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

30(６
)

第
６
６
回

平
成
11年

12月
12日

中
園
　
　
裕
敗
戦
前
後
の
民
心
動
向

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

26(４
)

第
６
７
回

平
成
12年

６
月
４
日

鶴
巻
　
秀
樹
古
代
税
制
に
お
け
る
紙
の
貢
進
に
つ
い
て
―
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
―

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

28(10)
第
６
８
回

平
成
12年

12月
17日

千
葉
　
一
大
盛
岡
南
部
家
宛
領
知
判
物
・
領
知
目
録
に
つ
い
て
―
そ
の
記
載
内
容
と
発
給
手
続
の
検
討
―
弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

28(１
)

第
６
９
回

平
成
13年

６
月
９
日

北
原
か
な
子
津
軽
地
方
初
の
米
国
留
学
生
た
ち
―
明
治
期
津
軽
の
洋
学
受
容
に
関
連
し
て
―

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

33(10)
第
７
０
回

平
成
13年

12月
８
日

鐘
江
　
宏
之
９
世
紀
の
津
軽
地
方
を
考
え
る
―
文
字
と
仏
教
―

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

20(４
)

第
７
１
回

平
成
14年

６
月
29日

土
谷
　
紘
子
徳
川
政
権
の
確
立
と
金
銀
山
―
鉱
山
間
に
お
け
る
移
動
と
交
流
か
ら
―

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

22(６
)

第
７
２
回

平
成
14年

８
月
31日

瀧
本
　
壽
史

浪
川
　
健
治

河
西
　
英
通

文
化
十
年
弘
前
藩
民
次
郎
一
揆
と
地
域
民
衆
（
瀧
本
）

幕
末
期
の
民
衆
移
動
と
社
会
状
況
（
浪
川
）

近
代
初
期
の
民
衆
生
活
と
地
域
思
想
―
津
軽
・
下
北
の
視
覚
資
料
を
通
し
て
（
河
西
）

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

(例
会
の
参
加

人
数
は
不
明
)

第
55回
民
衆
思
想

研
究
会
弘
前
大
会

と
合
同
開
催

第
７
３
回

平
成
14年

12月
15日

関
根
　
達
人
歴
史
資
料
と
し
て
の
近
世
大
名
墓

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

32(７
)

第
７
４
回

平
成
15年

12月
14日

岩
森
　
　
譲
明
治
初
期
北
海
道
・
東
北
の
宗
教
政
策

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

21(５
)

第
７
５
回

平
成
16年

６
月
27日

市
毛
　
幹
幸
十
七
世
紀
後
半
・
十
八
世
紀
初
期
に
お
け
る
松
前
藩
・
ア
イ
ヌ
関
係
の
諸
相
に
つ
い
て

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

22(５
)
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表
の
作
成
は
福
井
敏
隆
。
発
表
者
は
氏
名
の
み
記
載
し
た
。
参
加
人
数
の
（
　
）
の
数
字
は
院
生
・
学
部
生
の
人
数
で
あ
る
。

第
７
６
回

平
成
16年

11月
27日

坂
本
　
壽
夫
近
世
津
軽
の
酒
造
史
―
森
田
村
盛
家
を
事
例
と
し
て
―

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

21(５
)

第
７
７
回

平
成
17年

７
月
23日

岩
森
　
　
譲
近
世
後
期
盛
岡
藩
に
お
け
る
神
道
優
遇
策
に
つ
い
て

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

28(11)
第
７
８
回

平
成
17年

12月
11日

白
石
　
睦
弥
『
秘
日
記
』
か
ら
み
た
安
政
江
戸
地
震

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

28(７
)

第
７
９
回

平
成
18年

３
月
25日

中
園
　
美
穂
合
浦
公
園
の
形
成
と
変
遷

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

21(13)
第
８
０
回

平
成
18年

７
月
16日

土
谷
　
紘
子
秋
田
県
鉱
山
の
近
代
化
と
鉱
害
―
大
葛
鉱
山
毒
水
問
題
を
中
心
に
―

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

25(７
)

第
８
１
回

平
成
18年

12月
９
日

千
葉
　
一
大
藩
主
相
続
問
題
と
藩
の
分
立
―
寛
文
四
年
、
盛
岡
藩
・
八
戸
藩
の
場
合
―

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

21(５
)

第
８
２
回

平
成
19年

８
月
４
日

田
中
　
郁
穂
近
世
後
期
に
お
け
る
秋
田
藩
の
林
業
政
策
に
つ
い
て
―
地
域
民
衆
の
視
点
か
ら
―

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

20(７
)

第
８
３
回

平
成
19年

12月
８
日

北
原
か
な
子
天
皇
巡
幸
と
ジ
ョ
ン
・
イ
ン
グ
―
日
米
文
化
交
流
の
一
局
面
を
考
え
る
―

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

31(７
)

第
８
４
回

平
成
20年

12月
14日

蔦
谷
　
大
輔
弘
前
藩
の
藩
意
識
形
成
に
関
す
る
一
考
察
―
「
津
軽
一
統
志
」
写
本
の
流
布
を
手
が
か
り
に
―
弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

19(５
)

第
８
５
回

平
成
21年

12月
13日

白
石
　
睦
弥

市
毛
　
幹
幸
幕
末
期
、
弘
前
藩
に
到
来
し
た
幕
府
通
達
外
交
関
係
文
書
―
安
政
五
ケ
国
条
約
の
廻
達
文
書

を
中
心
に
―

弘
前
大
学
創
立
五
〇
周
年

記
念
会
館

28(７
)

共
同
発
表

第
８
６
回

平
成
22年

12月
18日

藤
原
義
天
恩
弘
前
藩
に
お
け
る
平
田
国
学
―
そ
の
思
想
的
意
義
に
関
す
る
考
察
―

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

19(１
)

会
員
以
外
の
発
表

第
８
７
回

平
成
23年

12月
10日

長
谷
川
成
一
済
州
世
界
自
然
遺
産
と
『
耽
羅
巡
歴
図
』

弘
前
大
学
附
属
図
書
館

31(６
)

第
８
８
回

平
成
24年

12月
９
日

福
井
　
敏
隆

佐
藤
　
賢
一
蘭
方
医
か
ら
洋
学
者
へ
―
佐
々
木
元
俊
の
場
合
―
（
福
井
）

弘
前
藩
の
測
量
家
　
清
水
貞
徳
に
つ
い
て
（
佐
藤
）

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

合
わ
せ
て

26(２
)

2012年
度
の
洋
学

史
学
会
と
の
合
同

報
告
会
・
佐
藤
は

洋
学
史
学
会
会
員

第
８
９
回

平
成
25年

12月
14日

熊
谷
　
隆
次
奥
羽
仕
置
と
九
戸
一
揆
―
「
稗
貫
家
譜
」
の
分
析
か
ら
、
稗
貫
氏
を
中
心
に
―

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

20(１
)

第
９
０
回

平
成
26年

12月
13日

篠
村
　
正
雄
弘
前
・
黒
石
津
軽
家
の
両
敬
に
つ
い
て

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

22(０
)

第
９
１
回

平
成
27年

12月
13日

福
井
　
敏
隆
弘
前
藩
の
蝦
夷
地
警
備
と
青
森
妙
見
宮
―
発
見
さ
れ
た
大
星
神
社
の
鰐
口
が
何
を
語
る
か
―
弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

32(０
)

第
９
２
回

平
成
28年

12月
10日

中
野
渡
一
耕
七
戸
藩
日
記
類
に
み
る
同
藩
成
立
期
の
諸
問
題

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

24(０
)

第
９
３
回

平
成
29年

12月
９
日

佐
藤
ミ
ド
リ

地
域
の
人
々
と
楽
し
む
原
始
謾
筆
風
土
年
表
―
ま
た
父
佐
藤
正
太
郎
の
「
従
軍
日
記
」
を
読
む
―
弘
前
大
学
人
文
社
会
科
学
部

30(２
)

会
員
以
外
の
発
表

第
９
４
回

平
成
30年

12月
９
日

萱
場
　
真
仁

近
世
中
期
に
お
け
る
弘
前
藩
林
政
の
展
開
―
宝
暦
・明
和・
安
永
期
に
お
け
る
領
内
山
林
を
め
ぐ
る
模
索
―
弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

25(０
)

第
９
５
回

令
和
元
年
５
月
25日

竹
内
　
健
悟
弘
前
藩
御
国
日
記
に
見
る
鳥
類
の
捕
獲
記
録
に
つ
い
て
―
江
戸
時
代
前
期
を
中
心
に
―

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

21(０
)

会
員
以
外
の
発
表

第
９
６
回

令
和
元
年
12月

15日
大
谷
　
伸
治
天
皇
機
関
説
事
件
後
の
憲
法
学
―
新
体
制
派
と
反
対
派
を
分
け
た
も
の
は
何
か
―

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

23(０
)

第
９
７
回

令
和
３
年
12月

18日
中
野
渡
一
耕
北
奥
外
様
小
藩
八
戸
藩
に
お
け
る
鷹
狩
り
―
「
鷹
匠
小
路
」
に
鷹
匠
は
い
た
の
か
―

（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

15(０
)

第
９
８
回

令
和
４
年
７
月
24日

根
本
み
な
み
「
家
」の
視
点
か
ら
見
る「
御
家
」
―
「
御
家
」と
い
う
共
同
体
を
め
ぐ
る
大
名
・
家
臣
の
意
識
と
行
動
―
弘
前
大
学
人
文
社
会
科
学
部

23(１
)

第
９
９
回

令
和
４
年
10月

29日
兼
平
　
賢
治
東
北
諸
藩
の
日
記
と
史
料
の
残
存
状
況

弘
前
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

24(０
)

第
１００

回
令
和
４
年
12月

10日
福
井
　
敏
隆
弘
前
藩
士
の
家
格
と
武
芸
と
昇
進
―
弓
術
師
範
中
畑
家
の
場
合
を
中
心
に
―

重
文
・
旧
弘
前
偕
行
社

36(０
)


